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表 示 方 法 の 説 明

安全に正しく使用して頂く為に、次のように区分しています。

守るべき内容を次の表示マークで区分し、説明しています。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N

気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

してはいけない「禁止」内容です。

必ず実行していただく「強制」内容です。
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家 具 全 般 共 通 事 項

火気や暖房器具に近づけないでください、熱により火災になる場合があります。
また熱によって火傷を負う恐れがあります。

廃棄する際は専門業者におまかせください。
焼却すると有毒ガスを発生させたり、破裂により怪我をする場合があります。

乳幼児や介護を要する方の使用には充分注意ください。
転倒や落下、窒息により死亡、重傷を負う原因となることがあります。

家具の上に不安定な物や家具の安定性を保てなくなるような物を乗せないでください。
転倒、落下により怪我をする場合があります。

組立式製品は、必ず組立図面に基き、組立ておよび分解を行ってください。
組立式製品でないものは分解を行わないでください。

改造を行なったり保安部品などを外さないでください。
破損や事故によって怪我をする場合があります。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G
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家 具 全 般 共 通 事 項

直射日光や冷暖房器具の冷温風が直接家具に当たらないようにしてください。
家具が変色や変形する原因となります。

設置の際は、湿気の多い所を避け、水平な場所に設置してください。
グラツキなど故障の原因になります。

ネジやボルトがゆるんでいたり、 異常を発見したまま使用をつづけないでください。
破損により怪我をする場合があります。

扉や引出し、伸張式、折りたたみ式家具などの可動部で手を挟まないように注意
してください。怪我をする場合があります。

家具の上で立ったり飛び跳ねたり、踏み台代わりにしないでください。
転倒や落下により怪我をする場合があります。

ビニール製の壁紙やクッションフロアの場合、塗装表面部分が直接触れるような設置は
避けてください。本体の塗料が化学反応を起こして、色移り、変色の原因となります。

家具を移動させる際は床材を傷つけたり、接地部位を破損させる恐れがありますので、
必ず二人以上で持ち上げて移動を行ってください。
又、上に乗せている物や、収納物は外した状態で移動を行ってください。

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N
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お客様宅の床材仕上げの種類によっては、ご 購 入 頂 い た 製 品 よ り も 柔 ら か い 素材
である場合があります。お客様宅の床や壁はお客様自身で保護してください。保護
が無い場合は床や壁に傷をつける恐れがあります。
ま た お 届 け の 際 に 家 具 の 設 置 面 に 保 護 材 を取り付ける場合がありますが、あくま
で も 仮 保 護 を 目 的 と し た も の で す の で 使 用 中 に 剥 が れ た り 、 外 れ た り し ま す 。
お客様自身の責任において、保護材の取付けを行ってください。

ガラスを使用している製品では、ガラスに付いた小さな傷が原因で、室内温度の
上下によって不意に破損する場合があります。
日常お使いの中でぶつける、落とす、荷重をかけるなど過剰な力を加えないよう
注意してご使用ください。

ペットの尿（アンモニア）、除光剤や整髪料などの化学薬品等が家具に付着しますと、
変色や変質の原因となりますのでご注意ください。

市 販 の 家 具 用 洗 剤 等 を ご 使 用 の 場 合 は 、 そ の 取 扱 説 明 書 に 従 い 、 お 客 様 自 身 の
責任において使用してください。
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設置後しばらくは臭いがきつく感じることがございます。その場合は、よく換気し
てください。ご使用とともに、臭いが緩和されます。



イ ス 、 ソ フ ァ ー 類

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

使用定員を超えて使用しないでください。
（使用定員が不明の場合は商品名を参考にして頂くか、販売店へご確認ください。）

イスやソファに飛び乗ったり、一部の脚のみを浮かせて座ったりしないでください。
転倒して怪我をする場合があります。

必ず座面中央に深く腰掛けてください。浅く腰掛けるとバランスを失い、転倒し
て怪我をする場合があります。

折りたたみイスに座る際は、座る位置や重心など、十分な安定が保てるよう配慮
してください。

折りたたみイスの開閉動作において、手や指を挟まない等、動作の確認を行なって
ください。

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N

イスやソファに座る際は、出米るだけ静かにゆっくりと腰掛けてください。
過度の荷重は商品寿命を縮める原因となります。
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積み重ねのできるイスなどは重ねた状態で座ったり物を乗せないでください。
指を挟んだり、落下により怪我をする場合があります。

体がぬれている状態で使用しないでください。
カビや色落ち、変色など、劣化の原因となります。

座面以外 （背部や肘掛等）に 座 ら な い で く だ さ い 。
転 倒 、 破 損により怪我をする場合があります。

座面等の張り地の素材（布や革）ごとにお手入れ方法が異なりますので、ご不明の際は
販売店にご確認ください。
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机 、 テ ー ブ ル 類

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

テ ー ブ ル の 片 す み に 腰 掛 け た り 、 よ り か か る な ど し て 片 荷 重 を 掛 け 過 ぎ な い で
ください。転倒、破損により怪我をする場合があります。

伸張式テーブルは天板を広げると重心が変化します。
伸張板などにお子様が乗ったり、ぶら下がったりすると転倒や破損により怪我を
する場合があります。

天板上に加熱した調理器具等や高温のものを直接おかないでください。
変形、変色の原因となります。
（電器ポットや加熱調理器具等はその取扱い説明書に従ってご使用ください。）

天 板上に食器や灰皿など、底面がザラついた製品を直接引きずると、表面にキズが
つきますのでご注意ください。

天板上をビニール製のテーブルクロスなどで長時間覆わないでください。
化学変化で張り付いたり、変色します。また、表面塗料が剥がれる原因になります。

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N
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伸張式テーブルなど形状が変化する家具の操作において、手などをはさまないよう
に十分注意してください。怪我をする場合があります。

濡れた食器を長時間置いておいたり、水分をこぼした場合などは直ちにふき取って
ください。表面から水分が染み込み、表面が膨れたり、剥離する場合があります。
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ベ ッ ド 類

ベッドの上での喫煙や火気類の使用はおやめください。
火災の原因になる事があります。

お客様宅のご使用環境により、マットレスの裏面やスノコにカビが発生する場合
があります。
定期的にマットレスをベッドフレームから外し、風通しをおこなってください。

ベッドの上で飛んだり、跳ねたり、また不安定な状態で立ち上がったりしないで
ください。破損などにより怪我をする場合があります。

マットレスを無理に折り曲げたり一点にのみ体重をかけないでください
変形やキシミの原因になります。

組立式ベッドを移動する際は必ず分解してから移動してください。
破損したり怪我をする恐れがあります。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

ベッドの設置場所の近くや上部に転倒や落下の恐れのある不安定な物を置かないで
ください。

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N
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収 納 家 共 類

開けた引き出しや扉に乗ったり、家具によじ登ったりしないでください。
転倒や破損により怪我をする場合があります。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

上段だけ収納したり、重量物を上段に収納しないでください。
また手前にだけ収納しないでください。
重心が前に偏り転倒や落下により怪我をする場合があります。

上下重ね式、左右連結式の家具などは必ず連結してください。
振動や引き出し、扉の開閉時などに倒れて怪我をする場合があります。

お子様が収納部の中に入ったりして遊ばないよう、注意してください。

組立式の家具などは組み立てた状態で一方だけを持ち上げたりすると扉や棚板
が外れたり、落下する場合がありますのでご注意ください。

扉などを勢いよく閉めたりしないでください。
破損により怪我をする場合があります。

引き出し内に重量物を過度に収納しないでください。
底板が抜けたり、全体的な不具合につながる場合があります
※背の高い収納家具には転倒防止器具などによる転倒防止対策をおすすめします。

「 障 害 や 物 的 損 害 の み を 負 う 可 能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N

11



キ ャ ス タ ー 付 き 家 具

押して遊んだり、座ったまま激しく動かしたりしないでください。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

移動させる際に移動方向に人がいない事を確認してください。

キャスター（移動用小車）を使用して移動させる際は、必ず家具の上の物や収納
物はおろして移動を行ってください。

段差のある場所を移動させる際はキャスター（移動用小車）を使用しないでください。

車 輪 部 分 が ゴム製の場合、ビニール製のフロアマットを汚染しやすい成分が含ま
れています （軟化剤）。 フロアマット上に長時間放置する場合は車輪とマットの間に
保護シートなどを入れて使用してください。

厚手のカーペットなどの上を移動させる場合は、慎重に行ってください。
無理に移動させるとキャスターが破損する場合があります。

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N

フローリングなど、床の仕上げによっては床を傷つけてしまう恐れがあります。
十分ご注意ください。
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そ の 他 の 家 具

自立しない立て掛け式家具を設置する際は不安定な場所や不安定な物等に立て
掛けないでください。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

墜掛け式家具は取り付け説明書に基づきしっかりと固定してください。
（取付方法に関して不明な点は販売店にてご確認ください）

コ ー ト ハ ン ガ ー 等 の 片 側 に だ け 物を掛けたりすると、転倒する恐れがあります。
設置場所や物の掛け方に注意してください。

間 仕 切 り ス ク リ ー ン や パ ー テ ー シ ョ ン 等 は 強 風 や 設 置 場 所 に よ り 転 倒 す る 恐 れ
が あ り ま す 。 不 安 定 な 場 所 や 強 風 の 当 た る 場 所 に は 設 置 し な い で く だ さ い 。

ガラスや天然石で作られた家具に強い衝撃を加えないでください。
破損によって怪我をする場合があります。

ガラス製品は非常に見えずらい事があります。接触してガラス部が落下したり、
ガ ラ ス 部 に 激 突 し て け が や 物 的 損 害 を 負 う 場 合 が あ り ま す 。
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鏡 お よ び ガ ラ ス 付 家 具

壁掛け式ミラーは取付説明書に基づき、しっかりと固定してください。
破損および怪我の原因となります。

「死亡したり重傷などを負う可能性がある」内容です。

警告 WAR N I N G

スタンドミラーなど、奥行きがなく背の高い家具は倒れやすい構造のため、ご注意
ください。使用時にぶつかったり不安定な場所に設置されますと、転倒および怪我
の原因となりますので、固定金具を使用して壁に必ず固定してください。

ガラスは温度差により割れることがあります。部分的に冷暖房の熱、冷気が直接
あたらないようにしてください。

吊り鏡・薄型ショーケースなど壁面に設置する際は、必ず工務店など専門業者にご
相談ください。壁面の強度が足りないと落下など事故の原因となります。

ガラス面に物を置くときは、布、フェルトを敷くなどしてキズが付かないようにし
てください。

鏡、ガラスは割れやすいものです。小さな力でも割れることがありますので、慎
重に取り扱ってください。破損、ケガの原因となります。

「障害や物的損害のみを負う可能性がある」内容です。

注意 CAU T I O N
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